
（第
四
十
五
号
）

東
北
大
学
関
東
艮
陵
同
窓
会

春
季
総
会
の
ご
案
内

輩
嵐

の
候
、
会
員
各
位
に
は
、
益

々
ご
清
栄

Ｄ
こ
と
と
大
慶
に
存
じ

上
げ
ま
す
。

さ

て
、
東
北
大
学
艮
陵
同
窓
会
開
束
連
合
会
春
季
総
会
を
下
記
に

よ
り
開
催
し
た

い
と
存
じ
ま
す

の
で
、
た

・一
ビ
ぞ
万
障
お
繰
り
合
わ

せ
の
う
え
、
ご
出
席
を
賜
り
た
く
ご
案
内

中
し

工
Ｆ
ま
す
。

今
回
の
総
会
で
は
、
特
別
講
演
を
照
井
上
尭
主

（昭
和
五
十
六
午

卒
、
現
日
本
大
学
医
学
部
附
属
板
橋
病
障
一　
訓
咤
長
）
に
お
願

い
致

し
ま
し
た
。

テ
ー

マ
は

「皮
膚
科
と
サ

ッ
カ
ー
か
ら
み
た
東
北
大
学

こ
日
本
大

学

の
違

い
」
（講
演
要
旨
後
述
）
と
題
し
て
、
照
井
先
生
ご
自
身
が
優

れ
た
サ

ッ
カ
ー

コ
ー
チ
、
そ
し
て
皮
膚
科
学

の
教
授
と
し
て
ご
活
躍

さ
れ
た
貴
重
な
体
験
に
基
づ
く
ご
講
演
を
し
て
頂
き
ま
す
。

懇
親
会

の
ア
フ
タ
ー
デ

イ
ナ
ー
イ

ベ
ン
ト
は
、
例
年
と
異
な
り
、

小
生
が
拙

い
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
本
職

の

マ
ジ

ッ
ク
の

一
部
を
■

被
露
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
に
な

つ
て
お
り
ま
す
、

若
葉

・
青
葉
に
彩
ら
れ
た
風
薫

る
季
節
に
ふ
さ
わ
し
い
充
実
し
た

総
会
に
な
る
も

の
と
思
い
ま
す

の
で
、
奥
様
は
じ
め
ご
家
族

の
皆
様

と
も
ど
も
、
ご
出
席
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、
皆

々
様

の
お
越
し
を
心

か
ら
お
待
ち
申
し
上
げ
ま
す
。

東
北
大
学
艮
陵
同
窓
会

閣
果
連
△
口△
‘

会
長
　
　
　
　
　
押

田
茂
賞

場 期

所 日

三
十
年
六
月
十
六
日

（土
）

谷
私
学
会
館
ア
ル
カ
デ
イ
ア

０
３

（
３
２
６
ｌ

ｏ
９
９
２
１
）

Ｊ
Ｒ

・
地
下
鉄
市

ヶ
谷
駅
か
ら
徒
歩

三
分

三
、
受
付
開
始
　
午
後
四
時
よ
り

四
、
総
　
〈
本
　
　
午
後
四
時
三
０
分
よ
り
開
会

開
会
の
辞

会
長
挨
拶

経
過
報
告

各
役
員
報
告

。
そ
の
他

閉
会

の
辞

五
、
特
別
講
演

　

「皮
膚
科
と
サ

ッ
カ
ー
か
ら
み
た
東
北
大
学
と

日
本
大
学

の
違

い
」

照
井
正
先
生

（
日
本
人
学
）

六
、
懇
親
会
　
　
午
後
六
時
よ
り
開
会

ア
フ
タ
ー
デ

イ
ナ
ー
イ
ベ
ン
ト

押
田
茂
賞

（本
会
会
長
）
の
マ
ジ

ッ
ク

七
、
会
　
費
　
　
△
ム
員
　
　
　
一
〇
〇
〇
〇
円

ご
家
族
　
　
　
五
〇
〇
〇
円

（
一
人
）

八
、
出
席
申
込
み
　
同
封
の
振
替
用
紙
に
会
費
と
共
に
お
申
込
み

下
さ
い
。

（会
費
納
入
の
お
願
い
　
本
総
会
会
費
及
び
年
会
費
の
ご
納
入
を
四

一・、　
ジ
記
載
要
領
に
て
お
願
い
し
ま
す
。
）

電 市

会
プ

ロ
グ
ラ

関東■陵だより



私
事
で
す
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
が
開
催

さ
れ
る
２
０
２
０
年
の
３
月
末
に
日
本
大
学

を
退
任
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
押
田
茂
賞

△
ち
長
に
お
話
し
た
と
こ
ろ
、
今
年
６
月
開
催

予
定
の
関
東
艮
陵
同
窓
会
で
お
話
を
す
る
よ

う
に
ご
依
頼
を
受
け
、
大
変
光
栄
な
こ
と
と

即
答
で
承
議
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
東

北
大
学
と
日
本
大
学
で
行
っ
て
き
た
皮
膚
科

関
連
の
話
を
す
れ
ば
良
い
だ
ろ
う
と
高
を
括

っ
て
い
ま
し
た
。
今
年
３
月
、
押
田
先
生
が

私
の
部
屋
を
直
接
訪
間
さ
れ
、
関
東
艮
陵
同

窓
会
議
演
の
タ
イ
ト
ル
を

「皮
膚
科
と
サ
ツ

カ
ー
か
ら
み
た
東
北
大
学
と
日
本
大
学
の
違

い
」
と
す
る
よ
う
命
令
が
あ
り
ま
し
た
。　
一

瞬
返
答
に
困
つ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
大
先

輩
の
ご
指
示
に
あ
ら
が
う
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
に
沿
う
内
容
で
お

話
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

顕
葬
一
正
発
生

東
北
大
学
と
日
本
大
学
の
サ
ツ
カ
ー
の
歴

史
に
関
し
て
各
Ｏ
Ｂ
会
と
連
絡
を
取
り
資
料

を
取
り
寄
せ
中
で
あ
り
、
サ
ツ
カ
ー
に
関
連

し
た
内
容
を
こ
の
ひ
鎌
に
詳
し
く
記
載
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
両
校
サ
ッ
カ
ー
部

創
部
か
ら
６
０
年
を
越
え
長
い
歴
史
が
あ
る

伝
統
校
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

私
が
仙
台
で
コ
ー
チ
を
し
て
い
た
頃
ヽ
東
日

本
医
科
学
生
大
会

（東
医
体
）
優
勝
を
５
回

経
験
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
日
本
大
学
に

来
て
か
ら
も
、
部
長
と
し
て
３
回
の
東
医
体

優
勝
に
立
ち
△
下

，
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
加

え
て
両
校
で
の
全
日
本
医
科
学
生
大
会

（全

医
体
）
の
優
勝
数
は
日
大
で
の
５
連
勝
を
含

め
て
合
計
８
国
で
す
。
私
と
し
て
は
偶
然
だ

と
思
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
サ
ッ
カ
ー
部
０

Ｂ
の
皆
様
か
ら
は
、
私
の
指
導
の
賜
と
お
褒

め
の
言
葉
を
頂
戴
し
て
大
変
有
難
く
思
っ
て

お
り
ま
す
。

さ
て
、
多
く
の
先
生
方
は
日
本
大
学
に
つ

い
て
ご
存
じ
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
紹

介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
日
本
大
学
の
創
立
は

明
治
２
２
年
と
古
く
、
松
下
村
塾
出
身
の
山

田
顕
義
先
生
が
創
立
者
で
す
。
山
田
顕
義
先

生
は
日
本
初
代
司
法
大
臣
で
あ
り
、
國
學
院

大
學
も
創
設
し
て
い
ま
す
。
日
本
大
学
専
門

部
医
学
科
の
創
設
は
大
正
１
４
年
で
、
初
代

学
科
長
は
額
田
豊
先
生
で
す
“
額
田
先
生
嘆

後
に
東
邦
大
学
医
学
部
の
前
身
で
あ
る
帝
国

女
子
専
門
学
校
を
重
立
し
て
い
ま
す
。
日
本

大
学
医
学
蔀
悪
篠
堀
算
省
茶
番
柑
教
室
の
開
響
い

は
昭
和
２
年
で
す
。
初
代
の
教
授
は
小
津
小

次
郎
先
生

（東
京
帝
国
大
学
）
で
あ
り
、

の
ち
に
医
学
部
長
に
な
つ
て
い
ま
す
。
昭
和

２
０
年
か
ら
東
北
帝
国
大
学
出
身
で
当
時
国

立
北
東
大
学
医
学
部
皮
膚
科
学
教
室
教
授
で

あ
っ
た
三
浦
修
先
生
が
二
代
目
の
教
授
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
３
４
年
に
皮
膚
科
お

よ
び
泌
尿
器
科
、
性
病
科
教
室
が
分
離
独
立

し
て
い
ま
す
。
そ
の
後

・
―
墓
ぶ
大
学
出
身
の

教
授
に
続
い
て
、
二
代
に
亘
り
日
本
大
学
出

身
の
先
生
が
教
授
を
お
務
め
に
な
り
、
平
成

１
６
年
私
が
六
代
目
の
教
授
に
な
り
ま
し
た
。

私
が
東
北
大
学
在
職
中
は
皮
膚
の
免
疫

。

炎
症

・
ア
レ
ル
ギ
ー
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
し

て
い
ま
し
た
。
症
患
で
言
い
ま
す
Ｌ
乾
癬
や

掌
球
膿
庖
症
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
が
対
象

で
し
た
。
東
北
大
学
に
在
職
中
、
医
局
員
の

人
数
も
多
く
、
研
究
費
も
豊
富
に
あ
り
ま
し

た
の
で
、
自
由
に
研
究
を
進
め
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
東
北
大
学
は
研
究
第

一
主
義
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
独
立
自
尊
の
雄
の
集
ま
り
で
競

争
も
激
し
か
つ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。
日

本
大
学
に
移
っ
て
か
ら
は
、
教
室
員
の
数
は

半
分
に
減
り
、
研
究
費
も
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
国
立
大
学
と
異
な
り
、
国
か
ら
の
補
助

金
が
少
な
い
た
め
か
、
施
設
規
模
や
機
器
が

限
ら
れ
、
研
究
も
共
同
利
用
の
セ
ン
タ
ー
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
少
な
い
医
局
員
で
診
療

報
酬
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

研
究
の
数
を
限
定
し
、
複
数
で
研
究
に
当
た

つ
て
き
ま
し
た

日
本
大
学
で
は
基
礎
研
究
一笠
副
面
に
出
し

て
医
局
運
営
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

ア
ツ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
、
「良
き
臨
床

医
の
育
成
」
の
理
念
を
叶
え
ら
れ
る
よ
う
に

臨
床
教
育
研
究
に
励
ん
で
い
ま
す
。
仙
台
で

で
き
た
こ
と
が
日
本
大
学
で
は
で
き
な
い
こ

と
が
多
数
あ
り
ま
す
が
、　
一
方
で
仙
台
で
は

得
ら
れ
な
い
経
験
を
東
京
で
し
て
い
ま
す
。

首
都
圏
に
１
３
の
大
学
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
特
徴
の
あ
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

各
方
面
で
の
最
先
端
の
知
識
を
よ
り
早
ｉ
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
新
薬
の
治
験

に
関
し
て
も
指
導
的
な
立
場
に
な
る
こ
と
が

あ
り
、
仙
台
で
は
得
難
い
経
験
を
し
て
い
ま

す
。
残
り
２
年
で
あ
り
ま
す
が
、
残
さ
れ
た

時
間
を
有
効
に
使
い
、
少
し
で
も
多
く
の
知

識
と
経
験
を
後
輩
に
残
せ
れ
ば
と
日
々
努
力

し
て
い
ま
す
。

定
年
後
、
ど
の
よ
う
な
道
に
歩
む
の
か
ま

だ
決
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
仙
台
に
は
帰
ら
ず

に
、
し
ば
ら

，二
塁
ス
で
仕
事
を
す
る
と
決
め

て
い
ま
す
。

こ
の
抄
録
に
は
、
今
思
い
つ
く
内
容
を
記

載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
４
月
か
ら
６
月
に

か
け
て
資
料
を
収
集
す
る
中
で
興
味
あ
る
事

柄
が
見
つ
か
れ
ば
、
採
用
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
抄
録
と
異
な
る
内
容
に
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
際
に
は
ご
容
赦
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。
　

（文
責

照
井
　
正
）

劉
「
国
コ
鳳
橿

昭
和
５
６
・
３
東
北
大
医
学
部
事
業

同
　
５
９
ｏ
ｌ
Ｏ
同
大
学
医
学
部
附
属
病

院
助
手
皮
膚
科
勤
務

同
　
６
３
・
１
０
米
国
ユ
タ
大
学
留
学

平
成
３
・
４
東
北
大
学
医
学
部
附
属
病
院

同
３

・
５

同
１
２

・

同
１
６

・

同
２
７

・

助
手
皮
膚
科
勤
務

同
大
学
同
病
院
講
師

４
同
大
学
大
学
疇
薦
軍
素
隷
拳
利

科
助
教
授
皮
膚
科
勤
務

８
日
本
大
学
医
学
部
教
授

７
日
本
大
学
医
学
部
附
属
板
橋

病
院
副
院
長
　
現
在
馨
至
る
。

機
会
特
瑠
講
演
　
炒
鍬

皮
膚
科
と
サ
ッ
カ
ー
か
ら
み
た

東
北
夫
Ｔ
と
日
よ
夫
学
あ
違
い

昭
いこ汗
　
工

（昭
摯
５
６
年
卒
）

曰
人
Ｉ
全
重
各
子
部

友
膚
科
学
ぶ
各
霊
筆
分
野

蜆一一



最
近
と
て
も
嬉
し
い
医
学
ニ
ュ

ー
ス
を
み
ま
し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「女

性
湧
男
性
医
師
、
患
者
死
亡
に
差
」

英
国
の
情
報
企
業
が
運
営
す
る
サ
イ

ト
≧
彗
３
Ｌ
９
８
ヨ
は
、
毎
年
社
会

に
与
え
る
影
墾
いな
ど
を
、
さ
ま
ざ
ま

な
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ

た
学
術
論
文
に
関
す
る
情
報
を
定
量

化
し
評
価
し
た
結
果
を
発
表
し
て
い

ま
す
。
つ
ま
リ
イ
ン
パ
ク
ト
フ
ア
ク

タ
ー
や
引
用
回
数
よ
り
も
、
幅
広
く

社
会
的
影
響
を
考
慮
し
て
の
ラ
ン
キ

ン
グ
な
の
で
す
。
そ
の
サ
イ
ト
で
、

導
鶴
年
最
も
注
目
さ
れ
た
学
術
論

文
ト
ッ
プ
【８
で

″８
●
３
■
８
５
％

℃
〇
∽
け
Ｏ
①
号
”
０
い
く
〇
　
〇
Ｃ
け
〇
〇
８
０
　
”
室
〇
海
∞

も
”
け
い
ｏ
い
一
∽
　
針
『
Φ
ω
計
①
Ｑ
　
げ
く
　
】蒙
〕
中
Φ
　
”
節
』

「
①
日
”
］
Φ
　
∽
Ｃ
『
∞
〇
〇
コ
∽
ω̈
　
も
０
も
Ｃ
ｒ
Ｏ
け
い
〇
「

σ
”
∽
ｏ
」
　
壼
ω
一
〇
〓
Φ
」
　
ｏ
Ｏ
Ｆ
Ｏ
喘
一
　
∽
い
Ｃ
に
く
″

と
い
う
論
文
が
第
３
位
に
輝
き
ま
し

た
。
論
文
の
内
容
は
、
カ
ナ
ダ

・
オ

ン
タ
リ
オ
州
で
の
コ
ホ
ー
ト
研
究
で
、

女
性
外
科
医
が
治
療
を
担
当
し
た
患

者
の
院
内
死
亡
率
や
再
入
院
率
が
、

男
性
外
科
医
の
担
当
患
者
に
比
べ
有

意
に
低
下
し
て
い
た
と
い
う
も
の
で

す
。
Ｃ
ン臣

Ｆ
け鍵
３
語
α
８
ヽ
一一ミ
一

Ｎ〓
占
あ
）

こ
の
記
事
は
己
お
昌

（医
療
向
け
の
サ
イ
ト
）
か
ら
発
信

さ
れ
、
た
ま
た
ま
目
に
し
ま
し
た
。

お
そ
ら
く
ご
覧
に
な
っ
た
先
生
も
い

ら
つ
し
や
る
と
思
い
ま
す
。
（ち
な
み

に
第

一
位
は
、
炭
水
化
物
摂
取
量
が

多
い
ほ
ど
全
死
亡
リ
ス
ク
が
高
ま
っ

て
い
た

一
方
、
総
脂
質
や
各
種
脂
質

の
摂
取
量
と
全
死
亡
や
心
血
管
症
灌

患
リ
ス
ク
に
は
炭
水
化
物
の
よ
う
な

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
相
関
は
な
か
っ
た
と

の
論
文
。
第
二
位
は
、
医
学
部
博
士

課
程
の
学
生
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が

危
機
的
状
況
に
あ
る
と
の
調
査
論

文
）
こ
の
記
事
を
読
ん
で
、
ち
ょ
っ

と
女
性
と
し
て
誇
ら
し
く
、
ま
た
、

女
性
医
師
は
も
っ
と
自
信
を
持
つ
ベ

き
と
感
じ
ま
し
た
。

期
せ
ず
し
て
こ
の
度
、
伝
統
あ
る

艮
陵
関
東
部
会
の
女
性
医
師
部
会
長

を
田
中
性
喜
子
先
生
か
ら
引
き
継
ぐ

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

初
に
絢
鋼
識
融
評
繊
村
酢
試
競
整
し
、

（Ｓ
３
５
年
卒
）
が
お
務
め
に
な
ら

れ
ま
し
た
。

こ
の
会
の
発
足
に
際
し
て
は
、
当

時
の
神
津
康
雄
支
部
長
ヽ
信
田
重
光

幹
事
長
の
多
大
な
る
ご
指
導
と
ご
尽

力
が
あ
っ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
年
七
月
に
、
第

一
回
の
女

医
部
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
れ
以
来
東

日
本
大
震
災
の
年

（Ｈ
２
３
年
）
を

除
き
毎
年
七
月
に
定
例
会
が
開
か
れ

て
お
り
ま
す
。
平
成
十
六
年
か
ら
は

田
中
佐
喜
子
先
生

（Ｓ
４
３
卒
）
が

第
二
代
の
部
会
長
と
し
て
こ
の
会
の

発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
下
さ
い
ま
し

た
。
今
年
度
、
す
な
わ
ち
平
成
二
十

年
か
ら
僣
越
な
が
ら
私
が
第
二
式
の

部
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
こ
の
会
で
は
毎
回
、
ゲ
ス
ト
ス

ピ
ー
カ
ー
を
お
招
き
し
、
ご
講
演
を

お
願
し
て
お
り
ま
す
。

私
も
平
成
二
十

一
年
の
第
十
二
回

の
女
医
部
会
で
講
演
す
る
機
会
を
与

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
の
あ
と
の
懇
親
会
で
は
、
先

輩
な
ら
び
に
後
輩
の
女
性
医
師
の
先

生
た
ち
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。
残
念
な
こ
と
に
こ
の
女

性
医
師
部
会
に
出
席
な
さ
る
先
生
は

そ
れ
ほ
ど
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
自
身
も
講
演
で
お
呼
び
頂
い
た

の
が
初
め
て
の
出
席
で
し
た
。
何
か

敷
居
が
高
か
っ
た
の
で
す
。
ま
た
男

女
共
同
参
画
が
叫
ば
れ
て
い
る
昨
今
、

今
更
女
性
医
師
の
み
が
集
ま
っ
て
部

会
を
開
く
事
に
対
す
る
違
和
感
も
若

千
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
想

い
は
参
加
し
て
み
て
払
拭
さ
れ
ま
し

た
。先
輩
の
先
生
方
の
ご
苦
労
話
や
、

若
い
先
生
た
ち
の
営
譲
お
な
面
白

い
お
話
な
ど
聞
い
て
大
変
楽
し
い
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。
艮
陵
会
の
女
性

医
師
は
皆
と
て
も
素
晴
ら
し
く
色
々

学
ぶ
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
各
科
の
垣
根
を
超
え
て
の

情
報
交
換
も
で
き
ま
す
。

私
は
こ
れ
か
ら
数
年
間
、
部
会
長

と
し
て
こ
の
会
を
さ
ら
な
る
活
発
化

を
向
け
て
努
力
す
る
所
存
で
す
。

ぜ
ひ
例
会
に
は
多
数
の
女
性
医
師

の
ご
参
加
を
お
願
し
た
い
と
思
い
ま

す
↑
父
本幹
事
女
性
医
師
部
会
担
当
）

業
本
年
度

（平
成
二
十
年
）
女
性
医

師
部
会
は
、
平
成
三
十
年
七
月
七
日

（土
）
に
開
催
予
定
で
す
。
詳
細
は

後
日
皆
様
宛
に
ご
通
知
致
し
ま
す

飯野ゆき子先生



関
東
逹
合
着
手
会
開
催

平
成
二
十
年
二
月
十
日
、飯
田
橋
駅
ビ
ル

『北
海
道
』
で
、
今
年
の
関
東
連
合
若
手
会

が
行
わ
れ
た
。
一
時
中
断
し
て
い
た
わ
け
で

あ
る
が
、
再
開
か
ら
三
年
目
を
迎
え
た
。
若

手
の
連
絡
先
は
、
移
動
が
激
し
い
の
で
つ
か

む
の
が
難
し
い
が
、
だ
ん
だ
ん
住
所
網
が
整

備
さ
れ
、
今
回
は
３
７
人
の
参
加
と
な
り
、

盛
会
で
あ
っ
た
。
一
番
の
若
手
が
平
成
２
３

年
卒
、
同
２
０
年
卒
、
同
１
５
年
卒
、
同
１

３
年
卒
と
続
き
平
成
９
年
卒
が
二
人
、
同
５

年
卒
、
同
２
年
卒
、
同
元
年
卒
が
二
人
、
後

は
昭
和
卒
で
若
手
会
と
し
て
は
、や
や
高
齢

の
参
加
者
で
あ
っ
た
。
各
大
学
の
教
授
・准

教
授
や
各
病
院
の
部
長
等
と
若
手
医
師
を

つ
な
ぐ
の
が
、
ン」の
会
の
主
な
目
的
で
あ
る

か
ら
、
現
役
教
授
・准
教
授
も
６
人
参
加
な

ど
、
若
手
の
刺
激
に
と
な
り
、
よ
い
相
談
も

で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
各
自
の
自
己
紹
介

ｔ
終
わ
り
、
来
年
め
参
加
を
約
し
て
、
お
開

き
と
な

っ
た
´
　

（文
責

，
Ｌ
石
瀬
光
、
昭
和

５
９
生
■
一、
人
ヽ
〓■
喜̈
一長
）

関
東
の
若
手
の
皆
さ
ん
で
、
ま
だ
若
手
会

の
手
紙
の
行
っ
て
な
い
方
は
、
岩
瀬
の
メ
ー

ル
５
ξ

∽●０
ュ
「
ご

ｏ
望

ま
菖

憂

蓮

絡

く
だ
さ
い
．

統
■

呼
吸
器
外
科
医
ｎ
歩
■
と
挑

戦
　
荒
井
他
嘉
司
ｒ
ｒ
■
イ
■
し

２
０
１
７
年
の
総
会
●
謙
二
に
て
、
一

マ
レ
十六
一ヽ
二
、モ
キ̈
幸ヽ
，ヽし
一
一
〓
一一
＾
一
キ
■
一
一

た
〓
二
三

＞
Ξ
ご
″

に
挑
む
一
二
一́
き
、

補
足

・
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
十

私
が
ヽ
あ
区
域
解
剖
に
興
味
を
持
う́
き

っ
か
け
は

（財
）
結
核
予
防
会
で
肺
の
区
域

解
剖
。肺
区
域
切
除
の
パ
イ
オ
ニ
ア
ーーー
下
共

秋
先
生
．
塩
澤
政
俊
先
生
に
師
事
し
、
肺
区

域
に
関
す
る
勉
強
を
し
た
こ
と
に
あ
り
ま

す
ピ
一の
恩
師
の
研
究
業
績
は
我
が
国
の
１１ｌｉ

区
域
解
剖
・区
域
切
除
に
関
す
る
バ
イ
ブ
ル

的
存
在
〓
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
ぅ
肺

″
区
崚
年
一剖
キ
ユ
‐面
的
イ
ラ
ス
ト
で
理
一解

す
る
二
Ｌ
は
初
心
者
に
と
っ
て
困
難
で
あ

る
と
い

■́
「分
の
体
験
か
ら
、
６
５
歳
退
官

後
に
若
手
医
師
が
バ
ソ
コ
ン
で
区
域
解
剖

を
立
体
的
に
学
べ
る
コ
イ
ビ
千
１‐々
ヶ

ラ

フ
イ
ッ
ク
ス

（Ｃ
Ｃ
）
画
像
の
作
成
に
取
り

組
み
■
し
た
´́
全
く
の
独
学
・で
３
Ｄ
Ｃ
Ｇ
を

学
び
、
肺
Ｘ
域
解
剖
の
Ｃ
Ｇ
立
体
像
の
作
成

に
成
功
し
´
、
多
く
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
世
・説
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
出
版
（７
ト
ム

ス
社
２
０
０
８
年
）
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
世
の
中
は
胸

部
Ｃ
Ｔ
か
ら
肺
区
域
解
剖
の
立
体
的
画
像

を
作
成
〓
る
開
発
が
進
ん
で
来
ま
し
た
、
■

名
な
Ｆ
社
の
肺
の
画
像
ソ
フ
ト
開
発
に
は

私
の
肺
区
域
Ｃ
Ｇ
画
像
が
役
立
つ
て
い
ま

す
．
全
や
胸
部
３
Ｄ
‐，Ｃ
Ｔ
画
像
に
よ
り
生

き
た
肺

の
解

剖

す

な

わ

ち

，
三

月

‥
三
３
）．
が
観
察
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

‐
二
に
■́
は
そ
れ
ら
を
分
析
し
て
い
る
う
ち

に
た
達
の
研
究
成
果
と
の
違
い
に
気
づ
き

一■
■
午
先
達
の
研
究
は
摘
出
肺
で
の
解
剖

で
ち
，‐
、
生
き
た
解
剖
で
は
な
い
二
と
に
そ

，
最
大
の
理
由
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た

そ

こ
で
柿
の
歴
史
的
解
剖
部
図
と
二
■
三

Ё
二
３
て
と
の
違
い
を
対
比
検
三
十
る
研

究
を
３
年
前
か
ら
始
め
ま
し
た

・・ヽ
十
歳
こ

な
っ
た
私
が
完
遂
で
き
る
か
分
か

，
ま
せ

ん
が
、
Ｈ
営
業
務
の
合
間
に
現
在
ｔ
〓
そ
挑

戦
し
て
お
り
ま
十
，
そ
し
て
肺
¨

〓
７
〓
”

●
ョ
〓
Ｊ
¨
図
譜

，Ｉ
几
成
さ
せ
る
の
が
、
私
の

夢
で
あ
り
ま
す
。
（本
会
監
事
　
目
立
災
害

医
療
セ
ン
タ
ー
名ヽ
誉
院
長

・
（公
財
）
稲
核

予
防
会
複
十
字
病
院
顧
問
）

面
一̈一‐ノ‐、‐扁
日
出
出
出
回
口
田づ冒
一

一
成
二
十

九
年
六

月
九
日
に
小
量
啓
子

先
生
が
不
帰
の
人
と
な
り
、
」
疇
三

年
か
経

ち
ま
し
た
が
、
私
の
脳
裏
に
は
懐
か
し
い
先

生
の
面
影
が
今
な
お
去
来
し
ま
十
´

先
生
と
お
会
い
し
た
の
は
、
関
東
員
議
会

に
出
席
し
た
と
き
で
、
そ
の
会
で

「門
東
艮

陵
同
窓
会
女
医
部
会
」
初
代
会
長
に
任
命
さ

れ
ま
し
■
≒

男
性
の
先
輩
方
の
多
い
一十
で
、

紅

一
点
輝
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
″^
先
生
は

昭
和
３
５
年
に
東
北
大
医
学
部
キ
量
‐業
、
同

３
６
年
東
大
限
科
入
局
＾
そ
こ
で
は
「女
帝
一

の
受
称
で
呼
ば
れ
た
そ
う
で
十
．
そ
●
後
、

昭
和
４
４
生
開
業
を
さ
れ
、
地
域
の
方

々
の

た
め
に
、
よ
ろ
ず
相
談
役
を
引
き
受
け
、
仲

人
役
も
こ
な
し
て
お
ら
れ
た
と
か
。
そ
の
間

二
人
の
お
子
様
を
育
て
ら
れ
、
趣
味
の
ゴ
ル

フ
は
夫
君
と
楽
し
ま
れ
て
年
間
百
二
十
五

ラ
ン
ド
の
記
録
を
作
ら
れ
た
と
聞
い
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
俳
句
で
は
日
本
経
済
新
聞

の
句
会
で
年
間
第

一
位
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。
夫
君
の
病
を
ネ
タ
に
し
た

「心
筋
に
新

生
血
管
バ
ラ
芽
吹
く
」
の
一
句
が
あ
り
ま
す
。

と
に
か
く
、
お
世
話
に
な
り
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
（本
会
幹
事

・
田
中
佐
喜
子
）

＊
訃
報
　
水ヽ
井

一
成
先
生

（昭
和
２
９
年

卒

，
神
奈
川
支
部
）
は
、
平
成
二
十
年

一
月

十

一
日
、
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
合
掌

＊
本
年
度

（平
成
二
十
年
）
年
会
費

三
千
円

・
総
会
会
費
ご
本
人

一
万
円

ご
家
族

一
人
三
千
円
を
同
封
の
振
込
み

用
紙
に
よ
り
、
ご
納
入
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

東
北
大
学
艮
陵
同
窓
会

関
東
連
合
会
　
東
京
支
部

〒

２

４

７
１
０

０

７

２

鎌
倉
市
岡
本
ニ
ー
早
―

丁
―
七
０
四

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
＆
　
Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
四
六
七

（四
五
）
〇
二
人
七

「関
東
艮
陵
だ
よ
り
」
第
四
十
五
号

工
‐、■
●
―
二
十
三

た̈
淋
ル
●

在りし日の
小林啓子先生

若手会にご出席の先生方
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